
経年変化

二酸化炭素を含む温室効果ガスの排出量は、社会経済の発展や気候政策によって大き
く変化する。IPCC第5次評価報告書では、今後100年間での平均気温の上昇を、4つの
RCP（Representative Concentration Pathways）シナリオを提示して予測している。
1986〜2005年を基準として最も気温上昇が大きい場合、2100年に2.6度から4.8度気
温が上昇するという予測が示されている。

（IPCC （2014）：気候変動2013 自然科学的根拠 政策決定者向け要約（気象庁翻訳）
を基に国土交通省が作成）

水没する
まちを救う

特 集

　地球温暖化の影響や対策を科学的見地から評価する、国連の「気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）」は、今夏承認された第6次評価報告書で、化石燃料依存型の発展の下で気候変動対策を講
じない場合、世界平均気温は今世紀末に1850 〜1900年と比べて3.3度から5.7度上昇すると予測し
た。更に、気象庁はこのまま温室効果ガスの排出が継続されると、短時間豪雨の発生件数が2倍以上に
増加する可能性を示唆している。
　地球温暖化が世界的に注目されるようになったのは1980年代後半のことだ。以来30年余り、温暖化
は毎年のように日本を襲う水害として顕在化している。地球温暖化の予測モデルが2021年のノーベル物理
学賞を授与されたことは、人類共通の危機感の表れでもあるだろう。
　その対策には「気候変動」を正確に予測、把握する視点が欠かせない。同時にその予測を踏まえた
インフラ整備、ソフト対策の強化が喫緊の課題となっている。
　都市における水害対策の取組みを、気候変動に照らしながら考える。　

IPCC第5次評価報告書による世界平均地上気温の予測結果

文： 槌田波留基提供： PIXTA

「
気
候
変
動
」と
い
う

水
害
対
策
の
視
点

　

近
年
、人
々
は
日
常
生
活
を
通
し
て

気
候
変
動
、雨
の
降
り
方
の
変
化
を
体

感
し
て
い
る
。日
本
の
降
雨
パ
タ
ー
ン
の

変
化
は
デ
ー
タ
上
で
も
明
ら
か
だ
。国
は

二
〇
〇
七
年
に「
気
候
変
動
に
適
応
し

た
治
水
対
策
検
討
小
委
員
会
」を
設
置
、

二
〇
一
五
年
に
答
申
を
取
り
ま
と
め
、社

会
全
体
で
豪
雨
災
害
に
備
え
る
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
が
一
体
と
な
っ
た「
水
防
災
意

識
社
会
」の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、二
〇
一
八
年
に

「
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
治
水
計
画
に

係
る
技
術
検
討
会
」（
座
長
：
小
池
俊
雄

（
国
研
）土
木
研
究
所
水
災
害
・
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー
長
）が
設

置
さ
れ
、ソ
フ
ト
対
策
に
加
え
ハ
ー
ド
対

策
も
含
め
た
技
術
的
な
検
討
が
本
格
化

し
た
。こ
れ
ま
で
の
治
水
計
画
や
施
設
設

計
、危
機
管
理
に
は
将
来
に
お
け
る
気
候

変
動
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

面
が
あ
る
。そ
の「
気
候
変
動
に
適
応
す
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気候変動に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化

これまでの風水害による下水道施設の被害規模

内水氾濫と外水氾濫のイメージ

外水氾濫内水氾濫

水没するまちを救う

（出典： 気候変動を踏まえた下水道による都市浸水対策の推進について提言参
考資料（一部改訂））

（出典： 第2回 気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会 資料1-2）

国管理

都道府県管理

2014年
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403

き
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
河
川
の
水
が
逆

流
し
そ
う
に
な
っ
た
ら
ゲ
ー
ト
を
閉
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、近
年
の
雨
の
降
り

方
は
従
来
と
明
ら
か
に
違
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。ポ
ン
プ
排
水
施
設
の
整
備
の

必
要
性
は
更
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
」と
古

米
教
授
は
話
す
。

ま
ち
の
血
管
を
診
断
し
て

デ
ー
タ
に
照
ら
す

　

多
く
の
下
水
管
は
毎
時
五
〇
㍉
㍍
の

降
雨
量
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
上
の
雨
が
降
れ
ば
水
は
行
き
場

を
失
い
都
市
浸
水
を
引
き
起
こ
す
こ
と

に
な
る
。豪
雨
の
際
に
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋

が
吹
き
飛
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、こ
れ
は
、

雨
水
が
急
激
に
下
水
管
に
入
る
こ
と
で

管
内
水
位
が
上
昇
し
、圧
力
が
高
ま
る
た

て
河
川
に
排
水
さ
れ
る
。低
平
地
に
お
い

て
河
川
に
自
然
排
水
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
強
制
的
に
排
水
す

る
必
要
が
あ
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
覆
わ
れ
た
都
市
部
で
は
雨

水
が
浸
透
さ
れ
に
く
く
、下
水
道
の
排
除

能
力
を
超
え
や
す
い
こ
と
か
ら
内
水
氾

濫
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
。堤
防
が
決

壊
し
て
河
流
が
ま
ち
に
流
れ
込
む
外
水

氾
濫
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、流

下
す
る
水
が
逆
流
す
る
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

タ
ー
現
象
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
が
拡
大

す
る
懸
念
も
あ
る
。「
河
川
の
水
位
が
上

が
る
と
、都
市
部
に
降
っ
た
雨
が
排
水
で

る
」と
い
う
明
確
な
視
点
を
持
っ
て
治
水

計
画
の
方
向
転
換
を
図
る
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
技
術
検
討
会
は
、二
〇
一
九
年
に

科
学
的
知
見
に
よ
る
水
害
対
策
、治
水

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
を「
気
候
変

動
を
踏
ま
え
た
治
水
計
画
の
あ
り
方
」

提
言
に
取
り
ま
と
め
た
。こ
れ
を
受
け
て

よ
り
具
体
的
な
防
災
、減
災
対
策
を
議

論
す
る「
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
都
市

浸
水
対
策
に
関
す
る
検
討
会
」が
発
足

し
、文
字
通
り
都
市
部
に
お
け
る
気
候
変

動
を
踏
ま
え
た
下
水
道
に
よ
る
浸
水
対

策
の
議
論
を
深
め
る
基
盤
と
な
っ
た
。

　
こ
の
検
討
会
で
委
員
長
を
務
め
た
、東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
附
属
水

環
境
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
古ふ

る
ま
い米

弘
明

教
授
に
議
論
の
趣
旨
を
伺
っ
た
。「
都
市

浸
水
、都
市
型
水
害
と
い
う
言
葉
が
議
論

の
俎
上
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇

年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。河
川
の
堤
防
の

内
側
、人
々
が
暮
ら
す
堤
内
地
で
水
が
氾

濫
し
た
際
に
ポ
ン
プ
排
水
や
下
水
道
の
整

備
な
ど
に
よ
っ
て
い
か
に
被
害
を
軽
減
す

る
か
、そ
の
具
体
策
を
議
論
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
に
よ
っ
て
雨
の
降
り
方
が
徐
々

に
変
化
し
て
い
る
い
ま
、都
市
浸
水
対
策

は
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
」。

　

都
市
部
に
降
っ
た
雨
は
下
水
道
を
経

め
で
あ
る
。「
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
一
時
間
降
水
量
五
〇
㍉
㍍
以
上
の

雨
の
発
生
回
数
を
公
表
し
て
い
ま
し
た

が
、十
年
ほ
ど
前
か
ら
八
〇
㍉
㍍
の
デ
ー

タ
も
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
ゲ

リ
ラ
豪
雨
』と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
で
す
ね
。局
地

的
な
大
雨
の
発
生
が
増
え
て
き
て
、内
水

氾
濫
の
頻
度
も
比
例
し
て
高
ま
っ
て
い
ま

す
」と
古
米
教
授
は
説
明
す
る
。

　

河
川
の
水
位
だ
け
で
は
な
く
下
水
道

管
内
の
水
位
、圧
力
状
態
を
測
定
す
る

こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
、言
葉
を

続
け
る
。「
下
水
道
は
ま
ち
の
血
管
の
よ

う
な
も
の
で
す
。そ
の
血
流
の
状
況
を
診

て
、降
雨
量
デ
ー
タ
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、

ま
ち
全
体
の
健
康
度
を
測
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。下
水
道
は
そ
の
診
断
力
が
弱

か
っ
た
の
で
す
が
、弱
点
を
克
服
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。現
在
、浸
水
に
脆
弱

な
地
下
街
な
ど
を
有
す
る
都
市
部
に
お

い
て
下
水
管
路
内
水
位
の
測
定
が
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
」。　

　

気
象
・
気
候
予
測
の
精
度
も
日
進
月

歩
で
進
化
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
予
測
シ

ス
テ
ム
の
開
発
が
進
む
な
か
、そ
の
成
果

を
具
体
的
な
対
策
に
最
大
限
生
か
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

古米 弘明　 Hiroaki Furumai

東京大学
大学院工学系研究科附属
水環境工学研究センター
教授

災害が激甚化している影響で、下水道施設の被害規模も年々増加している。（出典： 気候変動を踏まえた下水道による都市浸水対策の推進について提言参考資料（一部改訂））

気温が2度上昇した場合の降雨量変化倍率は、北海道で1.15倍、その他（沖縄含む）の地域で1.1倍、4度上昇した場合の降雨量変化倍率は、北海道・九州北西部で1.4
倍、その他（沖縄含む）の地域で1.2倍と試算されている。更に、降雨量が1.1倍になった場合、洪水発生頻度は約2倍になるという。（出典：【概要】気候変動を踏まえた治水計
画のあり方（改訂））

都市部の浸水には、都市に降った雨が河川などに排水できずに発生する「内水氾
濫」と、河川の水があふれ、堤防を越えて都市内に流れ込む「外水氾濫」がある。近
年、雨水の流出量が増え河川や下水道にかかる負担が増加し、内水氾濫が発生す
るリスクが増大している。

九州南東部

四国南部
紀伊南部
近畿
中部

関東

東北東部

九州北西部

中国西部

瀬戸内

山陰
北陸

東北西部 北海道南部

北海道北部

沖縄

気候変動シナリオ 降雨量 流量 洪水発生頻度

2℃上昇時

4℃上昇時

約１．１倍 約１．2倍 約2倍

約１．3倍 約１．4倍 約4倍

＜参考＞降雨量変化倍率をもとに算出した、流量変化倍率と洪水発生頻度の変化の一級水系における全国平均値
※

※流量変化倍率は、降雨量変化倍率を乗じた降雨より算出した、一級水系の治水計画の目
標とする規模（1/100～1/200）の流量の変化倍率の平均値。

※

2℃、4℃上昇時の降雨量変化倍率は、産業革命以前に比べて全球平均温度がそれぞれ
2℃、4℃上昇した世界をシミュレーションしたモデルから試算。

洪水発生頻度の変化倍率は、一級水系の治水計画の目標とする規模（1/100～1/200）
の降雨の、現在と将来の発生頻度の変化倍率の平均値。
（例えば、ある降雨量の発生頻度が現在は1/100として、将来ではその発生頻度が
1/50となる場合は、洪水発生頻度の変化倍率は２倍となる）

2℃上昇 4℃上昇
短時間

1.15 1.4 1.5

1.4 1.5

1.2 1.3

1.1

1.1
※４℃上昇の降雨量変化倍率のうち、短時間とは、降雨継続時間が３時間以上12時間未満
のこと。3時間未満の降雨に対しては適用できない。
※雨域面積100㎢以上について適用する。ただし100㎢未満の場合についても、降雨量変
化倍率が今回設定した値より大きくなる可能性があることに留意しつつ適用可能とする。

※年超過確率1/200以上の規模（より高頻度）の計画に適用する。

＜地域区分毎の降雨量変化倍率＞

地域区分

北海道北部、北海道南部

九州北西部

その他（沖縄含む）地域（水害統計（平成21～30年の10年間の合計）より集計）
洪水氾濫等による被害 内水氾濫による被害

【被害額】全国

（約 1.7 兆円）
67％

33％
（約 0.8
     兆円）

（約 174
億円）

29％

71％
（約 418億円）

【被害額】東京都

（約 12
万棟）

36％

64％
（約 21万棟）

【浸水棟数】全国

Ｈ20
年（1月1日～12月31日）

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
Ｈ21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

異常気象名 被害額※１

（億円）
被害箇所数※２

（管渠、マンホールポンプを除く）

22.8
44.4 処理場：8、ポンプ場：11

処理場：2、ポンプ場：4
処理場：5、ポンプ場：3

処理場：5、ポンプ場：6
処理場：4、ポンプ場：4
処理場：1、ポンプ場：4
処理場：1

処理場：17、ポンプ場：31約413億円
※3　

ポンプ場：2
8.0
7.1
6.7
6.6
5.7
4.2

【H30】７月豪雨
【H26】豪雨（8.13-26）

【H29】台風21号（10.19-24）
【H30】台風21号及び豪雨

【H25】台風18号（9.14-17）
【H27】台風18号及び豪雨（9.6-27）
【H28】台風10号（8.28-31）
【H29】台風18号及び豪雨（9.14-18）

【R1】台風19号

①
②

③

④⑤ ⑥ ⑦
⑧

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

未公表

調査年の
翌々年末に
公表予定

※「水害統計」より作成

※1 「水害統計」による。　 ※2 国土交通省発表の災害情報による。
※3 国土交通省調べ。速報値であり、今後変更となる可能性がある。

氾濫危険水位を超過した河川数 近年の全国における水害被害
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気候変動を踏まえた都市浸水対策の考え方

従来の都市浸水対策の考え方 気候変動を踏まえた都市浸水対策の考え方

現在 当面 中期 長期

現在の計画降雨に
対して浸水を解消
（圧力状態を許容）

現在の計画降雨に
対して自由水面を確保

気候変動による見直し後の
計画降雨（L1降雨）
例：55mm/h
（5年確率降雨）

見直し後の計画降雨に
対して自由水面を確保

照査降雨
（L1’降雨）

降雨強度
（mm/h）

多様な主体が連携した流域対策

既存ストックの活用（圧力運用）

ハード対策（下水道）

現況施設

降雨強度
（mm/h）

現在の計画降雨（L1降雨）
例：50mm/h（5年確率降雨）

例：50mm/h
（3年確率降雨）

（現在の
整備水準）

気候変動の
影響を踏まえた
計画への転換

安全度
の確保

現在 当面 中期 長期

気候変動を踏まえた下水道による都市浸水対策として今後進めるべき施策

体
が
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
」。

　

河
川
と
下
水
道
双
方
の
部
局
が
単
独

で
対
策
を
講
じ
る
の
で
は
な
く
、河
川
改

修
と
ポ
ン
プ
施
設
や
下
水
道
の
整
備
を
、

更
に
は
、都
市
計
画
部
局
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
含
め
、全
体
の
整
合
性
を
担
保
し

な
が
ら
、都
市
浸
水
対
策
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。そ
の
前
提
と
な
る
の
は
市

民
、企
業
と
い
っ
た
民
間
と
の
連
携
強
化

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。最
近

は
部
局
の
人
事
的
な
交
流
、体
制
を
超

え
た
連
携
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
う
。古

米
教
授
は
そ
う
し
た
傾
向
に
期
待
を
寄

せ
て
い
た
。「
建
物
、家
屋
、公
共
施
設
、

そ
し
て
公
園
や
緑
地
、道
路
な
ど
の
関
係

者
と
部
局
が
、気
象
情
報
や
浸
水
リ
ス
ク

情
報
を
共
有
し
、こ
れ
に
添
っ
た
対
策
を

共
同
で
立
案
し
て
い
く
体
制
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
誰
も
が
わ
か

り
や
す
い
情
報
と
し
て
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
、ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
」。

豪
雨
と
上
手
に

付
き
合
え
る
建
設
を

　

建
設
業
界
は
時
代
の
要
請
に
応
え
、

こ
れ
ま
で
に
も
住
宅
地
や
巨
大
タ
ー
ミ

ナ
ル
周
辺
の
地
下
な
ど
に
雨
水
貯
留
施

設
を
整
備
し
て
き
た
。一
方
で
行
政
と
民

間
、そ
の
体
制
を
超
え
た
枠
組
み
に
建
設

業
界
が
積
極
的
に
関
わ
る
余
地
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
。古
米
教
授
は
都
市
開
発
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
、建
築
を
リ
ー
ド
す
る
建
設

業
界
に
、そ
う
し
た
発
想
、計
画
段
階
か

ら
水
害
対
策
を
組
み
込
む
姿
勢
を
待
望

し
て
い
る
。

　

か
つ
て
建
築
物
の
利
便
性
や
意
匠
に

偏
重
し
て
い
た
建
設
業
界
が
、環
境
や
景

観
と
い
っ
た
課
題
に
向
き
合
う
い
ま
、水

循
環
や
水
害
対
策
な
ど
の
視
点
も
常
識

的
な
与
件
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
と
、古

米
教
授
は
最
後
に
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。

「
雨
と
上
手
に
付
き
合
え
る
再
開
発
、集

め
た
雨
水
を
有
効
に
利
用
す
る
集
合
住

宅
な
ど
、雨
水
を
意
識
し
て
建
物
に
付
加

さ
れ
た
一
見
無
用
そ
う
な
機
能
も
、結

果
と
し
て
環
境
の
再
生
、水
害
対
策
に
寄

与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。地
表
か
ら
浸

透
し
た
水
が
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
な
り
、

貯
め
た
雨
水
は
災
害
時
の
貴
重
な
備
え

に
な
る
。発
注
者
も
そ
う
し
た
工
夫
を
歓

迎
す
る
で
し
ょ
う
。と
も
に
勉
強
し
、学

び
、そ
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
き
た
い

と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
」。

ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

下
水
道
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
を
起
点
と

し
た
内
水
氾
濫
の
抑
止
、災
害
の
軽
減
を

目
的
と
し
た
方
向
性
を
示
し
た
も
の
だ

が
、そ
の
一
つ
に「
多
様
な
主
体
と
の
連

携
の
強
化
」が
謳
わ
れ
て
い
る
。河
川
管

理
者
、行
政
の
防
災
部
局
、都
市
計
画
部

局
に
加
え
、企
業
や
住
民
な
ど
の
連
携
を

更
に
深
め
た
枠
組
み
の
必
要
性
を
訴
え

る
も
の
で
、そ
の
枠
組
み
の
な
か
で
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
リ
ス
ク
評
価
、自
助
共

助
の
理
想
的
な
あ
り
方
を
検
討
、調
整
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

古
米
教
授
は
連
携
の
重
要
性
を
こ
う

強
調
す
る
。「
内
水
氾
濫
対
策
は
、下
水

道
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
対
策

だ
け
で
は
難
し
い
と
個
人
的
に
考
え
て
い

ま
す
。す
べ
て
は
河
川
と
つ
な
が
っ
て
い

て
、河
川
の
整
備
は
対
策
の
起
点
と
な
り

ま
す
。し
か
し
、市
街
地
、堤
内
に
お
い

て
は
都
市
雨
水
の
管
理
を
担
う
下
水
道

分
野
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
担
う
べ
き
で

す
。市
民
を
交
え
、こ
の
ま
ち
の
な
か
で

ど
う
い
っ
た
対
策
が
で
き
る
の
か
、各
地

域
で
、各
家
庭
で
、各
建
物
で
一
元
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。流
域
全
体
で
対

策
を
講
じ
る
流
域
治
水
と
い
う
概
念
に

基
づ
き
、都
市
部
に
お
い
て
も
多
様
な
主

る
都
市
浸
水
対
策
の
推
進
に
つ
い
て 

提

言
」を
取
り
ま
と
め
た
。そ
の
な
か
で
は

下
水
道
整
備
に
よ
る
都
市
浸
水
対
策
に

係
る
中
長
期
的
な
計
画
の
策
定
や
下
水

道
施
設
の
耐
水
化
の
推
進
、ま
ち
づ
く
り

と
の
連
携
に
よ
る
リ
ス
ク
低
減
手
法
な

多
様
な
主
体
の

「
連
携
」を
深
め
る

　

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
都
市
浸
水
対

策
に
関
す
る
検
討
会
は
、二
〇
二
〇
年
に

「
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
下
水
道
に
よ

将来的（長期）には、気候変動の影響を踏まえ見直しを行った後の計画降雨に対して自由水面を確保できる施設の整備を前提と
しつつ、当面は浸水シミュレーションなどにより、圧力状態よる能力を評価・活用することで、水位を地表面以上に上昇させない程
度の排水能力を有する雨水排除施設を優先的に整備するなど既存ストックを効果的に活用するとともに、防災部局、河川管理
者、都市計画部局、更には民間企業や住民まで含めあらゆる関係者が協働する「流域治水」の考え方に基づき、多様な主体と
の連携による雨水流出抑制を推進することにより段階的に安全度を向上。

（下水道による内水浸水対策に関するガイドライン類改訂検討委員会資料を基に作成）

（気候変動を踏まえた都市浸水対策に関する検討会資料を基に作成）

（１）気候変動を踏まえた下水道による都市浸水対策に係る　
　　  中長期的な計画（雨水管理総合計画）の策定の推進

（２）下水道施設の耐水化の推進

•気候変動に伴う降雨量の増加や短時間豪雨の頻発等の懸念、近年
の内水被害発生状況等を勘案すると、計画的に「事前防災」を進
めるため、下水道による都市浸水対策においても、気候変動の影
響を踏まえた計画雨水量の設定が必要

•気候変動の影響を踏まえた下水道による都市浸水対策に係る計画
雨水量の設定手法として、現在のハード整備に用いる計画降雨に、
次の表で示す降雨量変化倍率を乗じて設定する手法を用いる

•気候変動の影響を見据えた「事前防災」を計画的に進めるために、
下水道による都市浸水対策の中長期的な計画である「雨水管理総
合計画」の策定・見直しを通じて、気候変動を踏まえた計画に見
直す必要

•河川氾濫等の災害時においても一定の下水道機能を確保し、下水道施
設被害による社会的影響を最小限に抑制するための措置が必要

•令和２年度中に施設浸水対策を含む BCPの見直しを行うとともに、令
和３年度までに、リスクの高い下水道施設の耐水化について、対策浸
水深や対策箇所の優先順位等を明らかにした耐水化計画を策定し、災
害時における必要な下水道機能を早急に確保

主要設備の上階への移設 防水扉の設置防水壁の設置

(３) 早期の安全度向上策
•効率的・効果的なハード整備として、「再度災害防止」に加え、「事
前防災」の観点も含めたハード・ソフト一体的な浸水対策を一層
推進させる必要

•河川事業と一体的に実施する下水道整備や大規模な施設の整備・
改築を推進

•既存施設の運用の工夫策として、ポンプ排水の効率化や樋門等の
操作性の向上策の推進

•まちづくりとの連携によるリスク軽減手法として、企業等と連携
した流出抑制対策の促進や自助・共助の取組みの促進

水位計の設置雨水ポンプの整備 貯留施設の整備

(５) 多様な主体との連携の強化
既存協議会も活用し、河川管理者、防
災部局、都市計画部局、企業・住民な
ど多様な主体との連携の枠組みを構築
すべき

協議会の様子

(４)ソフト施策の更なる推進・強化
•下水道の整備過程や下水道の施設計画を超過する降雨時においても、
被害を最小化させるためにも、ハード整備とともに、ソフト施策を推進・
強化することが重要

•下水道による浸水対策を実施する全ての自治体等において内水浸水想
定区域図の作成・公表を推進

•都市計画部局等との連携によるリスク低減策（事前防災）を進めるた
めにも、複数外力による多層的なリスク評価結果の公表を推進

雨の強さを数種類に分け、
それぞれの降雨で想定さ
れる浸水区域・浸水の深
さを地形図と合わせた浸
水想定区域図

降雨量変化倍率※

1.15

1.1

北海道北部、北海道南部

地域区分

その他14地域（沖縄含む）

※「降雨量変化倍率」は、現在気候に対する将来気候の状態を表すものであ
り、RCP2.6では2040年頃以降の気温上昇が横ばいとなることから、2040年
以降の目標としての活用が可能

平成26年3月時点の下水道施設に5
種類の雨が降った場合の浸水を想定
したものです。
最新の気象情報に、ご注意ください。

既往最大降雨既往最大降雨計画降雨計画降雨
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四日町排水ポンプ場　位置図

水没するまちを救う

河
川
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
を
守
る

新
し
い
排
水
ポ
ン
プ
場

　

日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ
、新
潟
県
魚
沼

市
の
清
流
に
恵
ま
れ
た
一
帯
は
、幾
度
と

な
く
浸
水
被
害
に
苛
ま
れ
て
き
た
地
で

も
あ
る
。同
市
の
四
日
町
地
区
は
信
濃
川

水
系
の
一
級
河
川
、魚
野
川
と
破
間
川

の
合
流
地
点
に
あ
た
り
、更
に
複
数
の
支

川
に
包
囲
さ
れ
る
エ
リ
ア
だ
。降
水
量
に

よ
っ
て
は
流
入
量
が
排
水
量
を
上
回
り
、

排
水
困
難
と
な
る
た
め
堤
内
地
で
は
幾

度
と
な
く
浸
水
被
害
を
受
け
て
き
た
。

　

同
地
区
に
は
樋
管
が
三
カ
所
、排
水
機

場
も
整
備
さ
れ
て
は
い
る
が
、近
年
の
激

甚
化
す
る
豪
雨
に
は
対
応
が
難
し
い
状

況
だ
。魚
沼
市
産
業
経
済
部
建
設
課
工

務
係
の
大
島
誠
係
長
に
現
況
に
つ
い
て

伺
っ
た
。「
豪
雨
が
発
生
し
た
際
に
は
、

魚
野
川
に
流
入
す
る
川
の
排
水
機
場
に

水
門
操
作
員
の
方
が
駆
け
つ
け
、逆
流
が

始
ま
る
と
ゲ
ー
ト
を
閉
め
、排
水
ポ
ン
プ

を
操
作
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。そ
の
際
の

対
応
に
は
経
験
が
必
要
で
す
が
、近
年
の

雨
の
降
り
方
で
は
そ
の
時
々
の
判
断
が

と
て
も
難
し
く
な
り
ま
す
。強
制
的
に
堤

内
地
か
ら
魚
野
川
に
水
を
排
出
す
る
、よ

り
排
水
能
力
の
高
い
ポ
ン
プ
施
設
の
整

「
各
地
域
で
は
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。市
の
防
災
部
局
が
そ
う
し

た
組
織
を
通
じ
て
防
災
士
の
研
修
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市
が
地
域
と
連

携
し
た
対
策
を
講
じ
る
な
か
、こ
こ
に
暮

ら
す
市
民
は
水
害
対
策
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
。地
域
の
皆
さ
ん
も
考
え
を
深

め
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」。

　

時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、専

門
部
局
が
知
見
を
持
ち
寄
っ
て
、市
民
と

連
携
し
な
が
ら
水
害
対
策
の
理
想
形
に

近
付
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

大
島
係
長
は
話
す
。「
現
場
は
地
盤
が
低

く
、水
を
集
め
る
に
は
最
も
効
率
的
な
立

地
で
す
。し
か
し
、こ
こ
に
は
か
つ
て
一

枚
の
田
地
が
あ
り
ま
し
た
。高
齢
の
地
権

者
の
方
は
快
く
用
地
と
し
て
提
供
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、受
け
継
い
で
き
た

田
ん
ぼ
に
対
す
る
想
い
は
深
か
っ
た
は
ず

で
す
」。

　

そ
う
し
た
市
民
の
理
解
と
協
力
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

と
、大
島
係
長
は
意
気
込
み
を
言
葉
に
込

め
た
。運
用
に
向
け
た
調
整
業
務
も
並
行

し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。ポ
ン
プ
か
ら

排
水
す
る
そ
の
先
は
国
が
管
理
す
る
魚

野
川
だ
。更
に
流
域
は
川
魚
漁
の
漁
場

で
も
あ
る
。豪
雨
だ
か
ら
と
い
っ
て
や
み

く
も
に
排
水
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

大
島
係
長
は
そ
の
難
し
さ
を
こ
う
話
す
。

「
運
転
規
則
や
緊
急
時
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
策
定
な
ど
を
、国
や
関
連
事
業
者
と
調

整
し
て
い
ま
す
。協
議
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、慎
重
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」。

　

更
に
施
工
の
特
殊
性
も
課
題
に
な
る
。

「
現
場
は
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
高
架
橋
に
隣

備
は
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

こ
の
地
区
で
は
現
在
、四
日
町
排
水
ポ

ン
プ
場
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。整

備
計
画
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
二
〇
一

一
年
七
月
に
発
生
し
た
新
潟
・
福
島
豪

雨
だ
っ
た
。最
大
一
時
間
雨
量
は
六
〇
㍉

㍍
を
超
え
、魚
野
川
堤
防
沿
い
の
地
盤
が

低
い
エ
リ
ア
を
中
心
に
市
内
全
域
の
床

上
浸
水
は
二
二
三
戸
、床
下
浸
水
も
七
八

一
戸
に
及
ん
だ
。山
間
部
で
は
孤
立
し
た

多
く
の
住
民
、観
光
客
が
自
衛
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
搬
送
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

た
。

　
「
二
〇
一
三
年
の
台
風
一
八
号
で
も
、

地
盤
高
が
低
い
地
域
を
中
心
に
浸
水
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。立
て
続
け
の
内
水

氾
濫
で
す
。そ
こ
で
、二
〇
一
四
年
に
浸

水
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、国
と
県
、

地
元
自
治
会
で
検
討
を
重
ね
て
、排
水
ポ

ン
プ
場
の
整
備
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。 大島 誠　Makoto Oshima

魚沼市
産業経済部建設課工務係 係長

P12-15の撮影： 特記以外は中原一隆

安
全
を
約
束
す
る

積
極
的
な
提
案
を

　

市
民
の
悲
願
と
も
い
え
る
排
水
ポ
ン
プ

場
の
整
備
が
進
む
一
方
で
、ソ
フ
ト
対
策

も
重
要
な
要
素
に
な
る
。ハ
ー
ド
対
策
の

予
算
も
無
尽
蔵
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

大
島
係
長
は
流
域
治
水
の
見
地
か
ら
ソ

フ
ト
整
備
の
重
要
性
を
こ
う
指
摘
す
る
。

二
〇
二
五
年
度
の
竣
工
を
目
指
し
て
、二

〇
二
〇
年
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
」

と
大
島
係
長
は
説
明
す
る
。魚
沼
市
は
二

〇
二
〇
年
度
に「
魚
沼
市
国
土
強
靱
化

地
域
計
画
」を
策
定
、こ
れ
に
そ
っ
て
こ

の
排
水
ポ
ン
プ
場
は「
防
災
・
減
災
、国

土
強
靱
化
の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対

策
」の
交
付
金
を
活
用
し
、現
在
、土
木

工
事
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

上／現場は魚野川と破間川の合流地点に位置する。2011年の洪水時には、付近一帯で床上浸水72戸、
床下浸水180戸の被害が発生した。（魚沼市提供資料を基に作成）
下／魚野川下流側から撮影した付近の様子。

四日町排水ポンプ場　 
新潟県魚沼市

米どころが待望する
水防災の要衝

魚沼市立
小出病院

魚沼
市役所

浸水被害区域
床上浸水　72戸
床下浸水　180戸

破間川
羽根川

魚野川

四日町排水ポンプ場
建設現場

破間川
羽根川

魚野川

四日町排水ポンプ場
建設現場

JR小出駅JR小出駅

JR上越線
JR上越線

JR只
見線

JR只
見線
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水没するまちを救う

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
が
、こ
の
工
事
に
興

味
を
持
ち
、身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
進
捗
を
お
知

ら
せ
し
た
り
、実
際
に
お
宅
へ
伺
っ
て
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
、工
事
に
対

す
る
理
解
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
」と
米

山
所
長
は
話
す
。

地
元
住
民
の
立
場
に

想
い
を
寄
せ
る

　

本
格
的
な
施
工
は
鋼
矢
板
打
込
み
に

よ
る
土
留
工
事
か
ら
始
ま
っ
た
。地
盤
は

砂
礫
層
で
非
常
に
硬
い
。ク
ラ
ッ
シ
ュ
パ

イ
ラ
ー
で
玉
石
を
砕
き
、土
砂
の
状
態
に

し
て
か
ら
矢
板
の
建
込
み
を
行
っ
た
。手

間
は
か
か
る
が
巨
石
を
そ
の
都
度
取
り

除
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、作
業
性
は
高
ま

る
。防
音
パ
ネ
ル
や
振
動
と
騒
音
を
測
定

す
る
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、周
囲
へ
の
影

と
比
較
し
て
市
発
注
の
施
工
規
模
は
小

さ
い
か
も
し
れ
な
い
と
言
い
な
が
ら
も
、

ｉ
‐ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ
や
Ｄ
Ｘ

と
い
っ
た
新
技
術
、生
産
性
向
上
施
策

な
ど
の
積
極
的
な
提
案
に
期
待
を
寄
せ

て
い
た
。

民
家
、線
路
と

隣
り
合
わ
せ
の
現
場

　

四
日
町
排
水
ポ
ン
プ
場
の
現
場
は
魚

接
し
て
い
ま
す
。鉄
道
近
接
工
事
で
あ
る

こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
や
工
法
の
検

討
を
慎
重
に
進
め
ま
し
た
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
幹

線
や
都
市
ガ
ス
の
輸
送
導
管
も
走
っ
て

い
ま
す
。予
想
外
の
埋
設
物
で
施
工
を
阻

ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」と
大
島
係

長
は
苦
笑
す
る
。

　

現
場
一
帯
の
地
盤
は
非
常
に
硬
く
、

透
水
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、安
全
施
工
、

出
水
対
策
に
も
腐
心
し
た
。そ
う
し
た

ハ
ー
ド
ル
を
施
工
者
と
と
も
に
ク
リ
ア
し

て
き
た
。細
心
の
注
意
を
払
っ
て
工
事
を

進
め
る
施
工
者
に
、安
心
し
て
任
せ
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

る
と
と
も
に
、建
設
業
界
へ
の
期
待
を
大

島
係
長
は
こ
う
話
す
。「
建
設
業
界
が
抱

え
る
担
い
手
不
足
、高
齢
化
と
い
っ
た
現

状
を
行
政
と
し
て
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

発
注
者
と
し
て
そ
う
し
た
課
題
解
決
に

向
け
、週
休
二
日
や
生
産
性
向
上
に
取
り

組
む
現
場
を
制
度
面
で
支
援
す
る
こ
と

を
試
行
的
に
始
め
ま
し
た
。建
設
業
界
は

市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
担
い
手
で
す
。

連
携
し
て
魚
沼
の
安
全
、安
心
そ
し
て
魅

力
あ
る
建
設
現
場
の
創
出
に
向
け
た
取

組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」。

　

大
島
係
長
は
、国
や
県
の
公
共
事
業

響
を
最
小
限
に
抑
え
た
。

　

そ
の
後
、施
設
に
対
す
る
地
下
水
の

影
響
を
抑
止
す
る
た
め
、薬
液
注
入
工

法
に
よ
る
地
盤
改
良
工
事
を
施
し
た
。薬

液
注
入
厚
は
二・
五
㍍
、注
入
孔
の
数
は

四
九
二
本
に
及
ん
だ
。い
ず
れ
も
設
計
時

の
値
を
上
回
る
工
数
だ
。排
水
ポ
ン
プ
場

は
災
害
時
の
要
衝
と
な
る
施
設
だ
。そ
の

基
礎
部
は
想
定
を
超
え
る
堅
牢
さ
が
求

め
ら
れ
た
。地
盤
改
良
工
事
で
は
事
前

に
厚
さ
一
〇
㌢
㍍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

打
っ
た
。正
確
な
先
行
削
孔
、ボ
ー
リ
ン

グ
マ
シ
ー
ン
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し
た

創
意
工
夫
だ
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
溜
ま
っ

た
泥
水
、薬
液
注
入
時
の
廃
水
は
濁
水

プ
ラ
ン
ト
で
処
理
し
た
後
、排
水
し
た
。

「
魚
野
川
は
信
濃
川
が
濁
っ
て
も
清
流
を

保
つ
と
い
わ
れ
る
川
魚
の
メ
ッ
カ
で
す
。

現
場
か
ら
濁
水
を
出
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。地
盤
改
良
工
事
終
了
後
に
濁
水

プ
ラ
ン
ト
は
撤
収
し
ま
し
た
が
、現
在
も

場
内
で
発
生
す
る
水
は
簡
易
な
貯
水
槽

を
使
っ
て
処
理
し
て
い
ま
す
」と
米
山
所

長
は
話
す
。

　

そ
の
言
葉
の
端
々
に
に
じ
む
の
は
頑

丈
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
た
想
い
と
、

何
よ
り
も
近
隣
に
暮
ら
す
市
民
、環
境
へ

の
配
慮
だ
っ
た
。ご
自
身
は
県
内
の
出
身

だ
が
、水
害
を
経
験
し
た
こ
と
は
な
い
と

い
う
。一
方
で
防
災
、減
災
を
目
的
と
し

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
た
気
概
を
こ

う
語
る
。「
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
々
の

立
場
に
立
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。日
々
市
民
の
皆
さ
ん
と
接
し
て
い

る
と
、こ
の
施
設
の
完
成
を
待
望
さ
れ
て

い
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。長
年

浸
水
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
方
々
の
想
い

を
意
識
し
な
が
ら
、安
全
優
先
で
品
質
の

高
い
防
災
施
設
建
設
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
」。

野
川
が
破
間
川
と
合
流
す
る
す
ぐ
手
前

に
あ
る
。西
側
を
魚
野
川
、北
側
に
Ｊ
Ｒ

只
見
線
の
軌
道
、更
に
東
側
は
目
の
前
に

民
家
が
迫
る
。川
と
線
路
、住
宅
に
包
囲

さ
れ
た
、見
る
か
ら
に
狭
隘
な
施
工
環
境

だ
。こ
こ
で
ポ
ン
プ
施
設
の
機
械
、上
屋

を
建
築
す
る
た
め
の
基
礎
部
の
構
築
が

進
む
。「
鉄
道
の
安
全
運
行
と
目
の
前
の

民
家
へ
の
配
慮
、安
全
確
保
が
最
重
要
課

題
に
な
る
現
場
で
す
。自
宅
で
療
養
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
も
お
ら
れ
る
。振
動
、騒

米山 信行　Nobuyuki Yoneyama

植木組・中元組・伊米ヶ崎建設特定共同
企業体 
四日町排水ポンプ場土木工事
現場代理人・監理技術者

（所属： ㈱植木組）

音
対
策
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
」と
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
こ
の
現

場
の
指
揮
官
、植
木
組・中
元
組・伊
米
ヶ

崎
建
設
特
定
共
同
企
業
体
の
米
山
信
行

所
長
だ
。

　

着
工
は
二
〇
二
〇
年
の
七
月
。二
〇
二

三
年
の
土
木
工
事
完
了
を
目
指
し
、取
材

時（
二
〇
二
一
年
十
月
下
旬
）は
八
割
の

進
捗
を
見
せ
る
。

　

着
工
直
後
に
市
民
を
対
象
と
し
た
工

事
説
明
会
を
行
っ
た
。「
地
元
町
内
会
や ポンプ場を支える堅牢な基礎部を構築するべく、現場での施工が進む。

CIMのデータ。施工管理に使用するだけではなく、市民説明会でも公開した。
「どのような施設ができあがるのか、仮想現実内を歩き回ることができる映像を
見ていただいてご説明しました。施設の重要性、工程などを深くご理解いただけ
たと思います」と米山所長は話す。（提供： ㈱植木組） ポンプ場の完成イメージパース。（提供： 魚沼市）

パーカッションドリルで先行削孔し、砂に置き換えた後、薬液を注入して強固な地盤を構築した。
（提供： ㈱植木組）

2011年の新潟・ 福島豪雨時に魚野川の水位は計画高水位ギリギリまで上昇した。上流側の排水機場
の水門ゲートを閉鎖し、ポンプ排水も行われたが、豪雨のエネルギーはその処理能力を上回るものだった。
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多摩川水系流域治水プロジェクト　三本柱とロードマップ

流
域
治
水
の
視
点
に
立
っ
た

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

二
〇
一
九
年
十
月
に
発
生
し
た
台
風

一
九
号
、「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」は

伊
豆
半
島
に
上
陸
。発
達
し
た
雨
雲
や

湿
っ
た
空
気
の
影
響
で
東
日
本
の
広
い
範

囲
で
記
録
的
な
大
雨
が
降
り
、関
東
甲
信

越
か
ら
東
北
地
方
の
多
く
の
地
点
で
十
二

時
間
、二
四
時
間
降
水
量
の
観
測
史
上
第

一
位
を
更
新
し
た
。

　

多
摩
川
の
水
位
上
昇
に
伴
い
、多
摩
川

に
流
入
す
る
河
川
、下
水
道
の
水
門
を
閉

鎖
し
た
た
め
、降
っ
た
雨
を
排
出
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、流
域
の
広
い
範
囲
で
内
水

氾
濫
が
発
生
し
た
。こ
の
浸
水
被
害
を
踏

ま
え「
多
摩
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」が
策
定
さ
れ
、二
〇
二
一
年
三
月

に
は「
多
摩
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」が
発
表
さ
れ
た
。そ
の
経
緯
に
つ
い

て
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
京
浜

河
川
事
務
所
の
竹
田
正
彦
事
務
所
長
に

伺
っ
た
。「
二
〇
二
〇
年
に『
多
摩
川
緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。更
に
、流
域
治
水
と
い
う
考
え

方
、視
点
に
基
づ
い
た
対
策
を
取
り
ま
と

め
た
の
が『
多
摩
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』で
す
。流
域
の
自
治
体
、市
民

本
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
～
た
め

の
」と
い
う
表
現
が
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
竹
田
所
長
は
こ

う
説
明
す
る
。「
こ
の
三
本
柱
は
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
示
さ
れ
た
方
向

性
を『
目
的
別
』に
言
い
換
え
、整
理
し
た

表
現
で
す
。ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
一
元
的

な
施
策
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、目
的

を
共
有
し
て
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿

勢
の
表
れ
で
す
」。

　

先
行
す
る
の
は
ハ
ー
ド
対
策
だ
。河
床

を
掘
削
し
流
下
能
力
を
高
め
る
工
事
や
、

固
定
堰
の
改
築
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
が
す

で
に
始
ま
っ
て
い
る
。「
二
子
玉
川
地
区
は

堤
防
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、東
日
本
台

風
の
際
に
は
残
念
な
が
ら
溢
水
が
起
こ
り

ま
し
た
。堤
防
の
整
備
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
メ
ニ
ュ
ー
に
位
置
付
け
、一
期
工
事
で
、

計
画
高
水
位
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
堤
防

の
整
備
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
」と
竹
田

所
長
は
話
す
。今
後
三
年
間
の
二
期
工
事

で
、余
裕
高
も
考
慮
し
た
堤
防
を
再
構
築

す
る
と
い
う
。

　

一
方
で
、二
子
玉
川
地
区
は
水
辺
の
景

観
、利
便
性
に
対
す
る
市
民
意
識
が
非
常

に
高
い
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。堤
防
整
備
で

は
官
民
連
携
の「
二
子
玉
川
地
域
水
辺
づ

く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
」を
立
ち
上
げ
、議
論
を

の
皆
さ
ん
に
も
、こ
れ
ま
で
の
受
け
身
で

は
な
く
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
各
施
策
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
」。

　

流
域
治
水
は
管
理
者
だ
け
で
は
達
成
で

き
な
い
。流
域
の
自
治
体
、市
民
が
一
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
前
提
に
な
る
。多

摩
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

国
、都
県
、市
町
村
が
一
体
的
に
連
携
す

る「
多
摩
川
流
域
協
議
会
」で
議
論
を
進

め
策
定
さ
れ
た
。

明
確
な
目
的
を

共
有
し
て
取
組
む

　

多
摩
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は「
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
・
減
ら

す
た
め
の
対
策
」「
被
害
対
象
を
減
少
さ

せ
る
た
め
の
対
策
」「
被
害
の
軽
減
、早
期

復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策
」と
い
う
三 竹田 正彦　Masahiko Takeda

国土交通省
関東地方整備局 京浜河川事務所長

多摩川水系
流域治水プロジェクト

情報の流通と交流、
連携から動き出す流域治水

協定締結
避難確保計画策定

暫定供用

気候変動を踏まえた
さらなる対策を推進

実施主体
短期

工程
中長期

氾濫を
できるだけ
防ぐ・減らす
ための対策

多摩川緊急治水対策プロジェクト 京浜河川事務所

堤防整備
（無堤、弱小堤）

京浜河川事務所
東京都、神奈川県

分水路整備
調節池整備 東京都

京浜河川事務所
神奈川県、川崎市

水衝部対策
護岸整備

京浜河川事務所
東京都

下水道施設（雨水幹線・貯留施設等の整備）
による浸水対策 東京都、川崎市

いのちとくらしを守る土砂災害対策 東京都、神奈川県、
山梨県

利水ダムにおける
事前放流等の実施、体制構築

京浜河川事務所
東京都、神奈川県

放水路整備、建設中施設の活用による
雨水貯留（本運用まで） 川崎市

雨水貯留浸透施設整備 都
市区町

被害対象を
減少させる
ための対策

八王子市

対策

タイムラインの高度運用
マイ・タイムラインの取組推進

福生市

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。 ※■■■■■■■■■■■：対策実施に向けた調整・検討期間を示す。

被害の軽減、
早期復旧・
復興のための

(堤防整備、堰改築、河道掘削）

合流部対策の検討・実施

浸水想定区域（浸水深0.5m以上の区域）を
居住誘導区域から除外（立地適正化計画）

京浜河川事務所、
東京都、神奈川県、
市区

対策内容区分

要配慮者利用施設の避難対策

合流部対策の検討、実施

下水道施設（雨水幹線・貯留施設等の整備）による浸水対策

いのちとくらしを守る土砂災害対策

治水協定に基づく事前放流等の実施

放水路本運用

雨水貯留浸透施設整備

浸水想定区域（浸水深0.5m以上の区域）を居住誘導区域から除外（立地適正化計画）

タイムラインの高度運用、マイ・タイムラインの取組推進

年1回の避難訓練で適宜計画見直し

建設中施設の活用による雨水貯留

多摩川下流部
水衝部箇所完成

多摩川高水護岸、
支川

完成

谷沢川分水路
完成

野川大沢調節池（拡張）
完成

多摩川中・上流部、支川

多摩川中・下流部河道掘削、
大丸用水堰改築

二子玉川堤防整備 完成

（国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所提供資料を一部加工）

世田谷区

狛江市

奥多摩町奥多摩町

府中市

武蔵村山市

調布市

高津区高津区宮前区

（川崎市）

（川崎市）

瑞穂町

日の出町

檜原村

甲州市

稲城市多摩市

八王子市

青梅市

福生市

小平市

幸区

（川崎市）

大田区

（川崎市）
中原区

三鷹市

小金井市

国立市

国分寺市

立川市
昭島市

多摩区
（川崎市）

あきる野市

日野市

羽村市

川崎区

（川崎市）

宮前区

（川崎市）

（川崎市）

瑞穂町

日の出町

檜原村

小菅村小菅村

甲州市

稲城市多摩市

八王子市

青梅市

福生市

小平市

幸区

（川崎市）

大田区

（川崎市）
中原区

三鷹市

小金井市

国立市

国分寺市

立川市
昭島市

多摩区
（川崎市）

あきる野市

日野市

羽村市

川崎区

（川崎市）

調布市

武蔵野市武蔵野市

武蔵村山市

府中市

世田谷区

狛江市

丹波山村丹波山村

海
老
取
川

玉の内川

・

東京都

神奈川県

山梨県

小河内ダム

白丸調整池ダム
【東京都】

【東京都】

【東京都】

【福生市他、国、東京都、神奈川県、
山梨県、世田谷区、調布市、青梅市】

【国】

【国】

【国】

【国】

【国】

【国】

【国】

【国】

【三鷹市・調布市・八王子市】

水衝部対策

堤防整備

堤防整備

水衝部対策

羽村用水堰改築

水衝部対策

調節池整備、
河道掘削

護岸整備、河道拡幅

護岸整備、河道拡幅

昭和用水堰改築

堤防整備

要配慮者利用施設の
避難確保計画作成の促進

止水板設置工事
助成交付要綱

【山梨県】

森林整備・
治山対策

【国、東京都、
神奈川県】

事前放流
等の実施、
体制構築

いのちとくらしを守る
土砂災害対策

【東京都】

【東京都】

【森林整備センター】

護岸整備、
河道拡幅、
河道掘削

河道掘削、横断
工作物の改築等

森林整備

【東京都】

【八王子市】

【世田谷区、調布市、狛江市、
多摩市、昭島市、羽村市】

【東京都、神奈川県、山梨県、川崎市、大
田区、世田谷区、府中市、調布市、狛江市、
多摩市、稲城市、青梅市、羽村市】

【国、東京都、神奈川県、川崎市、大田区、
世田谷区、府中市、調布市、狛江市、
八王子市、日野市、多摩市、立川市、

昭島市、国立市、青梅市、福生市、羽村市、
あきる野市】

まるごとまちごと
ハザードマップの検討

マイ・タイムラインの取組や取組の推進

タイムラインの高度運用

【東京都】

【国】

【国】

【国】

【神奈川県、各市区町村】

大丸用水堰改築

水衝部対策
堤防整備護岸整備、

河道拡幅、
河道掘削

浸水想定区域（浸水深0.5m以上の区域）
を居住誘導区域から除外

（立地適正化計画）

ハザードマップの作成・周知

【神奈川県】

【東京都】

【川崎市】

【東京都、世田谷区、三鷹市、立川市、
府中市、調布市、狛江市、国分寺市、
武蔵野市、甲州市、日の出町】

放水路整備、
建設中施設の活用による
雨水貯留（本運用まで）

護岸整備、河道掘削

河道拡幅、河道掘削

雨水貯留浸透施設整備

【国】

【国、神奈川県】

【国】
【東京都】

高規格堤防（戸手地区）

危機管理型水位計・
簡易型河川監視カメラの設置

堤防整備
雨水幹線等の整備

【国】

【国】

【国】

【国、川崎市】

堤防整備

水衝部対策等 堤防整備

移動式排水設備
（排水ポンプ車等）の整備・運用

【東京都、神奈川県、川崎市、
世田谷区、日野市、青梅市】

【国、東京都、神奈川県、川崎市、
大田区、調布市】

【国、市区町村】

【東京都】

小学生を対象とした
水防災教育の実施

自治体との
光ケーブル接続

自治体職員対象の
排水ポンプ車
運転講習会

堤防耐震
対策

【東京都】

【東京都】

【大田区、世田谷区、調布市、川崎市、狛江市】

堤防整備

河道掘削

調節池整備、
河道掘削

土のう等の備蓄資材の配備等

調節池整備、
河道拡幅

【東京都】

【東京都】

【国】
【国】

【国】

【国】

【国】

【国】

河道掘削

堤防整備

水衝部対策

堤防整備

分水路整備、
護岸整備等

護岸整備

堤防整備
水衝部対策

護岸整備、
河道拡幅、
河道掘削

【東京都、神奈川県、
山梨県】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

凡例

国管理区間
国管理区間における浸水範囲
（戦後最大洪水に対する想定氾濫解析）

多摩川

位置図

多摩川

※上図において、氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策には危機管理対策等は含まれていない。※河川管理上必要な河道掘削や樹木伐採を実施する場合がある。

・浸水想定区域を居住誘導区域から除外
　（立地適正化計画）

・立地適正化計画の作成・検討

・土のう等の備蓄資材の配備等 等

・自治体との光ケーブル等接続

・危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの設置

・浸水想定区域の指定

・タイムラインの高度運用の検討

・ハザードマップ作成・周知、
まるごとまちごとハザードマップの検討

・小学生を対象とした水防災教育の実施

・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進等

・自治体職員対象の排水ポンプ車運転講習会

・移動式排水設備（排水ポンプ車等）の整備・運用 等

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

・マイ・タイムラインの取組や取組の推進　等

沿川に市街地が集積する
多摩川流域

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

・合流部対策の検討・実施

・下水道樋管等のゲート自動化・遠隔操作化等

・下水道施設の耐水化

・下水道施設（雨水幹線・貯留施設等の整備）による浸水対策

・利水ダムにおける事前放流等の実施、体制構築

・市街化調整区域の適正な土地利用

・治水機能の向上のための自然地の保全と農地の保全

・放水路整備、建設中施設の活用による雨水貯留（本運用まで）

・雨水貯留浸透施設整備（校庭貯留、浸透ます・浸水人孔等の設置、
  透水性舗装、その他）

・上流域等における森林整備・治山対策

・いのちとくらしを守る土砂災害対策 等

・堰改築、堤防整備、河道掘削、水衝部対策、高規格堤防、
  調節池整備、分水路整備、護岸整備　等

提供： PIXTA
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体
、民
間
事
業
者
が
足
並
み
を
揃
え
る
場

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

　

二
子
玉
川
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ツ
の
活

動
エ
リ
ア
に
あ
る
兵
庫
島
公
園
は
、多
摩

川
河
川
敷
で
国
が
管
轄
す
る
土
地
だ
。

こ
れ
を
世
田
谷
区
が
区
立
公
園
と
し
て

運
用
し
て
い
る
。イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

申
請
は
自
ず
と
複
雑
な
も
の
に
な
る
。河

川
、国
道
の
管
理
者
と
の
交
渉
な
ど
が

必
要
だ
。「
河
川
や
橋
脚
は
治
水
上
の
安

全
確
保
が
最
も
重
要
で
、公
園
に
も
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。手
続
き
は
煩
雑
で
し
た

が
、都
市
再
生
推
進
法
人
と
し
て
活
動
の

主
体
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、簡
略
化
で

き
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。今
後
、行
政

も
私
た
ち
も
担
当
者
が
入
れ
替
わ
る
こ

と
を
想
定
し
、こ
う
し
た
制
度
的
な
仕
組

み
を
残
し
て
活
動
の
持
続
性
を
担
保
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」と

内
野
氏
は
指
摘
す
る
。そ
う
し
た
面
で
も

現
場
レ
ベ
ル
で
率
直
に
意
見
交
換
で
き

る
兵
庫
島
連
絡
会
議
の
役
割
は
小
さ
く

な
い
と
い
う
。

情
報
を
届
け
、現
場
で
連
携
し
て

活
動
を
広
げ
る

　

個
々
に
よ
る
情
報
発
信
は
当
事
者
が

熱
意
を
失
っ
て
し
ま
う
と
途
切
れ
て
し

ま
う
。小
林
氏
は
そ
の
情
報
の
流
通
を
サ

ポ
ー
ト
し
、更
に
広
げ
た
い
と
い
う
。 「
二

子
玉
川
は
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識

が
と
て
も
高
い
エ
リ
ア
で
す
。例
え
ば
堤

防
整
備
に
関
す
る
情
報
は
積
極
的
に
発

信
さ
れ
て
い
て
も
、専
門
用
語
が
多
く
わ

か
り
づ
ら
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

か
み
砕
い
て
伝
え
る
な
ど
の
支
援
を
継
続

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。情
報
活
動
を
対

岸
の
川
崎
市
、上
流
の
狛
江
市
や
下
流
の

大
田
区
と
い
っ
た
更
に
広
い
エ
リ
ア
に
つ

な
げ
ら
れ
れ
ば
、本
当
の『
流
域
』の
活

動
に
な
る
と
思
い
ま
す
」。

　

三
木
氏
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
建
設

会
社
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。そ

の
経
験
を
踏
ま
え
て
建
設
業
界
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。「
堤
防
の
一
期
工
事
を

担
当
し
た
本
間
組
さ
ん
が
現
場
近
く
に
工

事
情
報
館
を
設
置
さ
れ
て
い
て
、そ
こ
に

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
を
お
願
い
す
る
と

快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。地
域
に
開
か
れ

た
場
所
を
ご
提
供
い
た
だ
く
だ
け
で
も
、

ま
ち
に
お
け
る
工
事
に
対
す
る
理
解
は
一

変
し
ま
す
。そ
う
し
た
施
策
が
実
効
的
に

防
災
や
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
の

か
、確
か
め
な
が
ら
連
携
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

東
日
本
台
風
を
機
に
堤
防
整
備
の
機

運
が
高
ま
る
な
か
、地
域
に
戸
惑
い
が

あ
る
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。そ
こ
に
血

の
通
っ
た
情
報
を
届
け
、体
温
の
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
と
と
も
に
、行

政
の
管
理
区
域
を
横
断
的
に
つ
な
ぐ
。そ

の
役
割
を
担
う
の
が
二
子
玉
川
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ツ
だ
。声
高
に
主
張
す
る
の
で

は
な
い
。日
々
の
暮
ら
し
に
立
脚
し
た
生

活
者
目
線
で
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
同
法

人
の
果
た
し
得
る
機
能
だ
と
、三
人
は
口

を
揃
え
た
。

フ
ァ
ン
ベ
ー
ス
の
収
益
は
、か
わ
の
ま
ち
ア

ク
シ
ョ
ン
な
ど
、ま
ち
づ
く
り
に
還
元
さ
れ

ま
す
。活
動
は
多
摩
川
と
い
う
豊
か
な
公

共
空
間
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、す
べ
て
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」と
話
す
の
は
内
野
洋
介
氏
だ
。

　
二
子
玉
川
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ツ
は
、令

和
元
年
東
日
本
台
風
の
内
水
氾
濫
を
契
機

に
、防
災
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
強
化
し

て
い
る
。事
務
局
の
小
林
直
子
氏
は
こ
う
話

す
。「
こ
れ
ま
で
玉
川
地
区
で
は
、水
害
の

脅
威
は
地
震
に
比
べ
て
さ
ほ
ど
認
知
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。東
日
本
台
風
を
経
験

し
て
防
災
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な

か
、ミ
ズ
ベ
フ
ァ
ン
ベ
ー
ス
で
も
楽
し
み
な

が
ら
豪
雨
の
危
険
性
も
伝
え
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
」。

　

野
川
の
水
辺
の
一
角
を「
野
川
ベ
ー

ス
」と
名
付
け
、子
ど
も
た
ち
の
生
き
物

観
察
拠
点
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
。京
浜
河
川
事
務
所
の
協
力
を
得

て
、そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
台
風
の
影
響
に

つ
い
て
の
解
説
を
加
え
、ま
さ
に
こ
の
場

所
の
被
災
・
浸
水
リ
ス
ク
を
伝
え
て
い
る

と
い
う
。 

フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
話
せ
る

連
絡
会
議
の
意
義

　

二
子
玉
川
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ツ
は
、

二
子
玉
川
地
区
水
辺
地
域
づ
く
り
ワ
ー
キ

ン
グ
に
参
加
し
、堤
防
整
備
の
議
論
に
加

わ
っ
て
き
た
。事
務
局
の
三
木
裕
子
氏
は

そ
の
意
義
を
こ
う
話
す
。「
堤
防
整
備
に

つ
い
て
は
、ワ
ー
キ
ン
グ
で
は
反
対
も
含

め
多
様
な
意
見
の
集
約
に
真
摯
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。同
時
に
、そ
れ
で

は
ま
ち
づ
く
り
団
体
で
あ
る
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
、そ
う
考
え
る
重
要
な
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

そ
の
過
程
で
生
ま
れ
た
の
が「
兵
庫
島

連
絡
会
議
」だ
。河
川
管
理
者
や
堤
防
施

工
者
、区
や
同
法
人
な
ど
か
ら
現
場
に
近

さ
れ
た
。世
田
谷
区
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
画
し
て
い
る
。二
〇
一
九
年
に
一

般
社
団
法
人
と
な
り
、そ
の
翌
年
に
は
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
主
導
す
る
都
市
再

生
推
進
法
人
と
し
て
世
田
谷
区
か
ら
指

定
さ
れ
た
。

　

活
動
の
主
軸
の
一
つ
は
、公
益
還
元
事

業
だ
。多
摩
川
と
そ
の
水
辺
環
境
の
保
全

と
安
全
利
用
の
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
た

「
か
わ
の
ま
ち
ア
ク
シ
ョ
ン
」を
展
開
、橋

脚
の
落
書
き
消
し
、多
摩
川
の
支
川
で
あ

る
野
川
の
護
岸
清
掃
、整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。も
う
一
つ
の
主
軸
は
河
川
敷

利
活
用
事
業
で
、水
辺
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
に
生
か
し
、こ
こ
を
訪
れ
る
人
々

の
交
流
拠
点
と
な
る「
ミ
ズ
ベ
フ
ァ
ン
ベ
ー

ス
」を
運
営
す
る
ほ
か
、多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

を
展
開
し
て
い
る
。

　

二
子
玉
川
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ツ
事
務

局
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
ミ
ズ
ベ 内野 洋介　Yosuke Uchino

一般社団法人二子玉川エリアマネジメンツ
事務局

重
ね
て
き
た
。「
二
子
玉
川
地
区
は
世
田
谷

区
の
顔
と
い
っ
て
も
い
い
エ
リ
ア
で
す
。遠

方
の
方
も
多
く
訪
れ
ま
す
。川
の
中
で
工

事
を
す
る
と
安
全
な
動
線
や
施
工
ヤ
ー
ド

の
確
保
な
ど
様
々
な
課
題
が
浮
上
し
ま
す

が
、地
域
の
皆
様
に
は
丁
寧
に
説
明
し
、ご

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
加
速
さ
せ
て
い

き
ま
す
」と
竹
田
所
長
は
話
す
。

　

多
摩
川
の
ハ
ー
ド
整
備
は
二
〇
二
四

年
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。今
後
は

「
流
域
」を
沿
川
だ
け
で
は
な
く
、更
に
広

い
範
囲
を
対
象
と
し
て
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
。京
浜
河
川
事
務
所
は
鶴
見
川
の
総

合
治
水
に
お
い
て
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
き
た
。竹
田
所
長
は
そ
の
知
見
を
最
大

限
に
生
か
し
、更
に
広
範
な
視
点
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
た
。

楽
し
み
な
が
ら

防
災
意
識
を
高
め
る

　

世
田
谷
区
玉
川
に
お
い
て
、官
民
連
携

で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
組
織
が
あ

る
。「
二
子
玉
川
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ツ
」

は
二
〇
一
五
年
に
玉
川
町
会
、玉
川
髙
島

屋
Ｓ
・
Ｃ
を
運
営
す
る
東
神
開
発
㈱
、東

京
急
行
電
鉄
㈱（
当
時
）の
三
者
で
構
成

い
担
当
者
が
出
席
す
る
、ざ
っ
く
ば
ら
ん

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
と
、

三
木
氏
が
説
明
し
て
く
れ
た
。「
私
た
ち

は
堤
防
の
整
備
計
画
、施
工
に
関
す
る
正

確
な
情
報
を
迅
速
に
地
域
に
届
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。兵
庫

島
連
絡
会
議
で
は
フ
ラ
ッ
ト
に
話
が
で
き

ま
す
。私
た
ち
の
活
動
も
工
事
の
進
捗
に

よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
、関
連
す
る
情
報
は
貴
重
で
す
。連

絡
会
議
は
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
国
と
区
、ま
ち
づ
く
り
団

二子玉川エリアマネジメンツでは豊かな自然環境を有する二子玉川の水辺の魅
力を最大限に生かし、地域住民だけでなく来街者など多くの人 が々交流・ 懇親
し、新しい暮らし方と働き方を生み出すことを目指して、様 な々活動を行っている。

上／2021年7月に実施された工事現場説明会の様子。現地でパネルなどを使った説明が行わ
れ、参加者から多くの質問があったという。
下／多摩川河川敷の兵庫島公園近辺入り口に設置された工事情報館。
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